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国
交
省

検
討
委
合
流
下
水
道
で
水
環
境
管
理

環
境
省
脱
炭
素
先
行
地
域
を
支
援

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
導
入
へ

国
土
交
通
省
は
５
月
３１

日
、
東
京
・
新
宿
区
の
日
本

下
水
道
新
技
術
機
構
で
第
３

回
「
合
流
式
下
水
道
緊
急
改

善
事
業
の
総
合
的
評
価
と
今

後
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
・
貫
上
佳
則
大
阪

公
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
）
を
開
き
、
合
流
式

下
水
道
に
よ
る
水
環
境
管
理

施
策
に
関
す
る
提
言
を
ま
と

め
た
。
下
水
道
管
理
者
は
多

様
な
主
体
と
連
携
し
、
国
民

目
線
の
わ
か
り
や
す
い
評
価

指
標
と
具
体
的
な
目
標
を
定

め
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

合
流
式
下
水
道
は
汚
水
と

雨
水
を
同
じ
下
水
道
管
で
流

す
方
式
で
効
率
的
・
経
済
的

な
こ
と
か
ら
下
水
道
の
普
及

に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し

強
い
雨
の
日
に
汚
水
混
じ
り

の
下
水
が
河
川
な
ど
に
放
流

さ
れ
る
た
め
、
同
省
は
平
成

１４
年
度
に
緊
急
改
善
事
業
を

創
設
し
、
水
質
汚
濁
や
悪
臭

の
発
生
を
防
止
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

当
日
の
検
討
委
で
は
藤
井

政
人
国
交
省
下
水
道
部
流
域

管
理
官
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
日
の
会
合
で
合
流
式
下

水
道
の
新
た
な
施
策
を
提
言

と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
令
和
６
年
度
か
ら
水

道
行
政
を
当
省
に
移
管
す
る

法
案
が
可
決
し
た
が
、
水
環

境
行
政
に
対
す
る
下
水
道
の

貢
献
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
欠
席
し
た
貫
上
委
員

長
に
代
わ
っ
て
中
島
典
之
委

員
長
代
理
・
東
京
大
学
環
境

安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
教
授
が

「
２０
年
間
に
わ
た
る
緊
急
改

善
事
業
が
ま
も
な
く
終
了
す

る
。
こ
の
間
、
水
環
境
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

き
た
。
本
日
ま
と
め
る
提
言

で
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
で
は
下

水
道
管
理
者
が
環
境
部
局
、

河
川
部
局
、
地
域
住
民
・
団

体
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携

し
、
各
水
域
の
目
標
に
応
じ

て
合
流
式
下
水
道
に
よ
る
水

環
境
管
理
を
推
進
し
て
い

く
。
国
民
目
線
の
評
価
指
標

は
臭
気
、
美
観
、
透
視
度
な

ど
の
観
点
か
ら
設
定
す
る
考

え
だ
。

環
境
省
は
６
月
７
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
第
３
回
「
脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
証
授
与

式
」
を
開
催
し
た
。
新
た
に
官
民
連
携
に
よ
る
１６
件
の
提
案
を
選
定
し
、
西
村
明
宏
環
境
相
ら
が
出
席
し
て
選
定

証
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
感
を
表
明
し
た
。
民
間
事
業
者
と
共
同
で
地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
実
現
し
な
が
ら
脱
炭
素
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
交
付
金
を
支
給

し
、
今
後
５
年
程
度
に
わ
た
っ
て
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
な
ど
の
導
入
を
支
援
す
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
は
家
庭

・
業
務
な
ど
民
生
部
門
の
電

力
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出

の
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
運
輸
部

門
や
熱
利
用
な
ど
も
含
め
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
め

ざ
す
地
域
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
国
が
定
め
た
地
域

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基

づ
き
１
０
０
カ
所
以
上
の
脱

炭
素
先
行
地
域
で
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
先
進
的

な
取
り
組
み
を
具
体

化
し
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
実
行
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

計
画
提
案
の
募
集

は
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま

り
、
今
年
度
は
５８
件
の
応
募

か
ら
１６
件
を
選
定
し
、
累
計

で
３２
道
府
県
８３
市
町
村
の
６２

提
案
と
な
っ
た
。
と
く
に
今

回
か
ら
民
間
事
業
者
と
の
共

同
提
案
が
必
須
要
件
と
な

り
、
地
方
創
生
や
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
優
秀
な
提
案

は
重
点
選
定
モ
デ
ル
と
し
て

優
先
的
に
選
定
し
て
い
く
。

当
日
の
選
定
証
授
与
式
で

は
西
村
環
境
相
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
Ｇ
７
札
幌
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会

合
で
は
気
候
変
動
に
対
す
る

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み

の
支
援
や
成
功
事
例
の
共

有
、
さ
ら
な
る
活
動
強
化
な

ど
を
確
認
し
た
。
全
国
各
地

の
多
様
な
地
域
で
脱
炭
素
と

地
方
創
生
を
同
時
に
実
現
す

る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要

だ
。
今
回
の
提
案
募
集
で
は

７
件
の
重
点
選
定
モ
デ
ル
を

含
め
計
１６
件
を
選
定
し
た
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
期
待
し
て
い
る
」
と

激
励
し
た
。

続
い
て
竹
ケ
原
啓
介
脱
炭

素
先
行
地
域
評
価
委
員
会
座

長
が
「
全
国
各
地
域
に
お
け

る
提
案
内
容
が
年
々
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
回
は

民
間
事
業
者
と
の
共
同
と
い

う
新
た
な
要
件
を
盛
り
込

み
、
官
民
連
携
に
よ
る
実
現

可
能
性
の
高
い
取
り
組
み
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と
新
た
な
脱
炭
素

先
行
地
域
と
し
て
青
森
県
佐

井
村
、
岩
手
県
紫
波
町
、
福

島
県
会
津
若
松
市
、
栃
木
県

日
光
市
、
山
梨
県
甲
斐
市
、

長
野
県
小
諸
市
、
長
野
県
生

坂
村
、
奈
良
県
生
駒
市
、
鳥

取
県
鳥
取
市
、
島
根
県
松
江

市
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市
、
高

知
県
須
崎
市
、
高
知
県
北
川

村
、
高
知
県
黒
潮
町
、
熊
本

県
あ
さ
ぎ
り
町
、
鹿
児
島
県

日
置
市
に
選
定
証
を
授
与
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
太
陽
光

発
電
な
ど
の
再
エ
ネ
設
備
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
な
ど
の
省

エ
ネ
設
備
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
基
盤
イ
ン
フ
ラ

設
備
な
ど
の
普
及
促
進
を
通

じ
て
地
域
固
有
の
農
林
水
産

業
や
観
光
業
な
ど
の
振
興
に

努
め
て
い
く
。

先行地域代表者が西村環境相らと記念撮影

西村環境相

国
民
目
線
の
評
価
指
標
を
提
言

国
民
目
線
の
評
価
指
標
を
提
言

藤井流域管理官

中島委員長代理
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